
５年生 握力 上体起こし 長座体前屈 反復横とび
２０ｍ

シャトルラン ５０ｍ走 立ち幅とび
ソフトボール

投げ 体力合計点

男子 14.20 18.40 32.47 34.87 40.73 9.65 140.79 22.53 48.14

大阪市 15.78 19.09 32.72 38.56 45.05 9.52 147.96 20.45 51.13

全国 16.01 19.19 33.79 40.66 46.90 9.50 150.42 20.75 52.53

女子 15.64 23.45 36.64 31.64 34.36 9.46 154.27 16.27 54.82

大阪市 15.64 18.06 37.62 36.76 34.65 9.83 139.56 12.71 52.47

全国 15.77 18.16 38.19 38.70 36.59 9.77 143.13 13.15 53.92

学校

体育の授業やキッズタイム（たてわり遊び）で様々な運動や遊びを経験する機会を設定するととも
に、「なわとびタイム」「かけ足タイム」などの強化月間・週間により、楽しく体を動かす習慣を
つけ、体力・運動能力を高めることができるように取り組んできた。そのため、全国・大阪市との
差は縮まってきており、平均を上回る結果も出ている。しかし「反復横とび」や「立ち幅とび」の
平均点が本年度も全国・大阪市平均より下回り、記録は良くなかった。素早さやタイミングの分野
での運動能力の向上が課題である。「ソフトボール投げ」についての記録は全国・大阪市平均より
高い。令和3年度から２回新体力テストを実施して、個人の記録を活用し、目標を持たせること
で、児童の体力向上への意欲を高めながら体を動かす楽しさを体験することができるようにしてき
た。また、小中合同駅伝大会、部活動体験等の体験授業やトップアスリート招へい事業等の体育的
行事もしている。今後も、全国・大阪市平均より「体力合計点」が上回るように、体育の授業時間
に限らず、小体連による放課後のスポーツ活動との連携や、子どもの体力向上支援事業（シナプソ
ロジー）など、多様な取組の工夫を継続して行い、運動能力、体力の向上を目指していく。

男女ともに、ソフトボール投げについては、大阪市・全国の平均を上回っている。また、
女子は、上体起こし、５０ｍ走、立幅跳びも大阪市・全国の平均を上回っており、体力合
計点も大阪市・全国平均を上回った。一方、男子の記録に関しては、下回っている記録が
多くみられる。僅差であることから秋の記録では平均に達することはできた。しかし、男
女ともに、瞬発力を必要とする種目が本校の課題である。
児童の質問項目の「運動やスポーツをすることは好きですか」については、「好き」と最
も肯定的に答えた児童が大阪市・全国平均を上回ってた。「１週間の総運動量」について
も、本校は体を動かすことが好きな児童が多く、総運動時間が６０分未満の児童の割合は
男女ともに０％であった。

八幡屋小 児童数 28

これまでの取組の成果と今後取り組むべき課題

結果の概要

令和6年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」結果検証
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